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エリシャがあらかじめ持 (も)ったこと


　　　　　　Ⅱ列2:9～11　渡 (わた)りわると、エリヤはエリシャに言 (い)った。「私 (わたし)はあなたのために何 (なに)をしようか。私 (わたし)があなたのところから取 (と)り去 (さ)られる前 (まえ)に、求 (もと)めなさい。」すると、エリシャは、「では、あなたの霊 (れい)の、二 (ふた)つの分 (わ)け前 (まえ)が私 (わたし)のものになりますように」と言 (い)った。エリヤは言 (い)った。「あなたはむずかしい注文 (ちゅうもん)をする。しかし、もし、私 (わたし)があなたのところから取 (と)り去 (さ)られるとき、あなたが私 (わたし)を見 (み)ることができれば、そのことがあなたにかなえられよう。できないなら、そうはならない。」こうして、彼 (かれ)らがなお進 (すす)みながら話 (はな)していると、なんと、一台 (いちだい)の火 (ひ)の戦車 (せんしゃ)と火 (ひ)の馬 (うま)とが現 (あら)われ、このふたりの間 (ま)を分 (わ)け隔 (へだ)て、エリヤは、たつまきに乗 (の)って天 (てん)へ上 (のぼ)って行 (い)った。

1.エリヤのものを持 (も)ったエリシャです
1）エリシャは、エリヤの弟子 (でし)オバデヤを知 (し)っていました（Ⅰ列18:1～15）
2）エリシャは、カルメル山 (さん)に立 (た)ったエリヤを知 (し)っていました（Ⅰ列18:16～40）
3）エリシャは、ホレブ山 (さん)に立 (た)ったエリヤを知 (し)っていました（Ⅰ列19:1～21）

2.エリシャがあらかじめ持 (も)ったことがあります
1）エリシャは言者 (げんしゃ)として油 (あぶら)を注 (そそ)がれました（Ⅰ列19:16）
2）バアルにひざをかがめず、口 (くち)づけをしなかった七千人 (ななせんにん)の弟子 (でし)でした（Ⅰ列19:18）
3）エリシャは分 (ぶん)のすべてを捨 (す)ててエリヤに従 (したが)いました（Ⅰ列19:19～21）

3.エリシャがあらかじめったがあります
1）霊 (れい)のつの分 (わ)け前 (まえ)です（Ⅱ列2:9～11）
2）ドタンの運動 (うんどう)です（Ⅱ列6:8～23）
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)ののチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)をむ


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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 か　



　　　　　　
ダニ6:10　ダニエルは、その文書 (ぶんしょ)のがされたことを知 (し)って自 (じ)分 (ぶん)の家 (いえ)に帰 (かえ)った。――彼 (かれ)の屋上 (おくじょう)の部屋 (へや)の窓 (まど)はエルサレムに向 (む)かってあいていた。――彼 (かれ)は、いつものように、日 (ひ)に三 (さん)度 (ど)、ひざまずき、彼 (かれ)の神 (かみ)の前 (まえ)に祈 (いの)り、感謝 (かんしゃ)していた。

1.ダニエルがあらかじめ見 (み)たことがあります（ダニ1:8～9）
　－ダニエルは王 (おう)の食 (た)べるごちそうや王 (おう)の飲 (の)むぶどう酒 (しゅ)で身 (み)を汚 (けが)すまいと心 (こころ)に定 (さだ)めました

2.ダニエルがあらかじめ持 (も)ったことがあります
1）ダニエルは、ネブカデネザル王 (おう)の夢 (ゆめ)に答 (こた)えを与 (あた)えました（ダニ2:1～45）
2）ダニエルは、ベルシャツァル王 (おう)が宴会 (えんかい)で見 (み)た文字 (もじ)に答 (こた)えを与えました（ダニ5:1～31）
3）ダニエルは、獅子 (しし)の穴 (あな)に入 (はい)りましたが、死 (し)なずにきて出 (で)て来 (き)ました（ダニ6:10～22）

3.ダニエルに後 (のち)に来 (き)た答 (こた)えは、大空 (おおぞら)の星 (ほし)のように輝 (かがや)くと言 (い)われました（ダニ12:3）
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)ののチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)をむ


一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)を
あらかじめ持 (も)ったエリシャ


エリシャは預 (よ)言者 (げんしゃ)のともがらとに住 (す)んでいたので、やがて住 (す)んでいた場 (ば)所 (しょ)が狭 (せま)く感 (かん)じるようになりました。そこで、ヨルダン川 (がわ)の岸 (きし)に木 (き)で家 (いえ)を建 (た)てることにしたのですが、ある人 (ひと)が借 (か)りてきた斧 (おの)の頭 (あたま)を水 (みず)に落 (お)としてしまったのです！エリシャがその場 (ば)所 (しょ)に木 (き)の枝 (えだ)を投 (な)げ込 (こ)んで、斧 (おの)の頭 (あたま)を浮 (う)かばせたので、落 (お)とした人 (ひと)はそれを取 (と)ることができました。

アラムとの戦争 (せんそう)のときは、どうしたでしょうか。エリシャはアラムの準備 (じゅんび)した作戦 (さくせん)をことごとくすべて先 (さき)に知 (し)っていました。しばらくして、アラム軍 (ぐん)がドタンの町 (まち)に攻 (せ)め込 (こ)んできたのですが、火 (ひ)の馬 (うま)と火 (ひ)の戦車 (せんしゃ)が守 (まも)っていて、神様 (かみさま)はアラムの兵士 (へいし)の目 (め)を見 (み)えなくされました。それからエリシャは、彼 (かれ)らを打 (う)つどころかかえってアラムの兵 (へい)士 (し)を盛大 (せいだい)にもてなして飲 (の)み食 (く)いさせてから送 (おく)りかえしました。こうして、アラムの略奪隊 (りゃくだつたい)は攻 (せ)め込 (こ)まなくなりました。
この後 (のち)、アラム軍 (ぐん)がサマリヤの町 (まち)を包 (ほう)囲 (い)しました。ひどいききんがあったときだったので町 (まち)の人 (ひと)が飢 (う)え死 (じ)にそうになりました。イスラエルの王 (おう)はナアマン将軍 (しょうぐん)をいやして、アラム軍 (ぐん)をもてなして送 (おく)りかえしたエリシャに対 (たい)して怒 (いか)り、エリシャを殺 (ころ)そうとしました。エリシャは明日 (あす)解決 (かいけつ)すると言 (い)ったのですが、それを疑 (うたが)ったがいました。次 (つぎ)の日 (ひ)アラムの陣営 (じんえい)は食 (た)べ物 (もの)もすべて置 (お)いてアラム軍 (ぐん)が逃 (に)げだしたために、空 (から)っぽになっていました。こうして町 (まち)の人々 (ひとびと)はアラムの陣営 (じんえい)から食 (た)べ物 (もの)を得 (え)ることができたのですが、反対 (はんたい)に不 (ふ)信仰 (しんこう)なことを言 (い)った人 (ひと)は食 (た)べ物 (もの)を取 (と)るために出 (で)てきたサマリヤの町 (まち)の人々 (ひとびと)に踏 (ふ)まれて死 (し)んでしまいました。
その後 (あと)も、エリシャはアラムの王 (おう)はハザエルに、エフーがイスラエルの王 (おう)になることを預 (よ)言 (げん)し、ヨアシュ王 (おう)にアラム王 (おう)との戦 (たたか)いについて預 (よ)言 (げん)しました。こうして、エリシャは死 (し)んで葬 (ほうむ)られました。それからしばらくしたある日 (ひ)のことです。人々 (ひとびと)がある人 (ひと)を葬 (ほうむ)ろうとしていたちょうどその時 (とき)に、アラムの略奪隊 (りゃくだつたい)が見 (み)えました。驚 (おどろ)いてその人 (ひと)をエリシャの墓 (はか)に投 (な)げ入 (い)れて彼 (かれ)らは逃 (に)げ出 (だ)したのですが、エリシャの骨 (ほね)に触 (ふ)れたその人 (ひと)は生 (い)き返 (かえ)り、自 (じ)分 (ぶん)の足 (あし)で立 (た)ち上 (あ)がりました。死 (し)んでも霊的 (れいてき)力 (ちから)が現 (あらわ)れ、奇 (き)跡 (せき)が起 (お)こったのです。

私 (わたし)たちに適用 (てきよう)しよう！

１．エリシャははじめから神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)を受 (う)けて、死 (し)んだあとも答 (こた)えを受 (う)けました。
　今週 (こんしゅう)、礼拝 (れいはい)を通 (とお)して神様 (かみさま)からどんな力 (ちから)を受 (う)けましたか。力 (ちから)を受 (う)けた聖書 (せいしょ)個 (か)所 (しょ)やみことばの内容 (ないよう)を
　書 (か)いてみましょう。






２．教会 (きょうかい)の先生 (せんせい)や両親 (りょうしん)に、礼拝 (れいはい)を通 (とお)して受 (う)けた力 (ちから)について質問 (しつもん)して、その内容 (ないよう)を
　書 (か)いてみましょう。
こんにちは。いままで、いろいろなストーリーをみてきましたね。６月 (がつ)は、聖書 (せいしょ)のレムナントの中 (なか)で、みんながあまり知 (し)らないエリシャの人生 (じんせい)ストーリーをお伝 (つた)えします。
神様 (かみさま)は、北 (きた)イスラエルの預 (よ)言者 (げんしゃ)エリヤに「エリシャに油 (あぶら)をそそいで、あなたに代 (か)わる預 (よ)言者 (げんしゃ)とせよ。」と言 (い)われました。エリシャはシャファテの息 (むす)子 (こ)で農業 (のうぎょう)をしている人 (ひと)でした。ある日 (ひ)、エリヤがエリシャのところを通 (とお)り過 (す)ぎて自 (じ)分 (ぶん)の外套 (がいとう)を彼 (かれ)に掛 (か)けました。これは、エリシャを後継者 (こうけいしゃ)とすることを意味 (いみ)します。エリシャは迷 (まよ)うことなく、お父 (とう)さんとお母 (かあ)さんに別 (わか)れのあいさつをすると、あらゆる事 (こと)を整 (せい)理 (り)して、エリヤについて行 (い)きました。

エリヤとエリシャは一緒 (いっしょ)にいたのですが、神様 (かみさま)がエリヤを天 (てん)に上 (あ)げられるときが来 (き)ました。ギルガル、ベテル、エリコ、ヨルダンを通 (とお)るとき、エリヤはエリシャにそこにとどまっていなさいと言 (い)ったのですが、エリシャはついて行 (い)きますと言 (い)いました。エリシャは肉的 (にくてき)なことよりも霊的 (れいてき)なことへの関心 (かんしん)が強 (つよ)かったのです。エリシャは、エリヤに霊 (れい)の二 (ふた)つの分 (わ)け前 (まえ)をくださいと言 (い)いました。エリヤが天 (てん)に上 (のぼ)っていったとき、彼 (かれ)は約束 (やくそく)通 (どお)り力 (ちから)を受 (う)けるようになりました。

エリシャはイエス・キリストと似 (に)ている点 (てん)が多 (おお)くあります。神学 (しんがく)ではこれを「イエス・キリストの影 (かげ)」だと言 (い)います。イエス様 (さま)はキリストであり、その方 (かた)が実際 (じっさい)に来 (こ)られる前 (まえ)に、その影 (かげ)として似 (に)た働 (はたら)きをしたということです。
エリシャがエリヤの外套 (がいとう)で川 (かわ)の水 (みず)を打 (う)つと、ヨルダン川 (がわ)が分 (わ)かれました。水 (みず)が悪 (わる)い町 (まち)の、水 (みず)の源 (みなもと)に塩 (しお)をまくと、水 (みず)が良 (よ)くなる奇 (き)跡 (せき)がありました。子 (こ)どもたちがエリシャをはげ頭 (あたま)だとからかったとき、エリシャが主 (しゅ)の名 (な)によって彼 (かれ)らをのろったので、森 (もり)の中 (なか)から雌 (めす)熊 (ぐま)が出 (で)てきて、彼 (かれ)らのうち42人 (にん)をかき裂 (さ)きました。
モアブとイスラエルによる戦争 (せんそう)では、エリシャがイスラエルの国 (くに)を助 (たす)けると、イスラエルは戦争 (せんそう)に勝 (か)ちました。やもめの家 (いえ)では油 (あぶら)のつぼひとつですべての器 (うつわ)を満 (み)たす奇 (き)跡 (せき)を起 (お)こしました。年 (とし)をとったシュネムの女夫婦 (おんなふうふ)には息 (むす)子 (こ)が生 (う)まれることを預 (よ)言 (げん)し、その息 (むす)子 (こ)が死 (し)んだ時 (とき)には、息 (むすこ)子を生 (い)き返 (かえ)らせる奇 (き)跡 (せき)を見 (み)せました(このとき、エリシャはいろいろな行動 (こうどう)で息子 (むすこ)を生 (い)かしましたが、イエス様 (さま)はみことばですぐに生 (い)かされました)。
ギルガルに帰 (かえ)ってくるとききんが起 (お)こっていました。そこでエリシャは預 (よ)言者 (げんしゃ)のともがらに、大 (おお)きなかまで煮 (に)物 (もの)を作 (つく)りなさいと命 (めい)じました。ところが、彼 (かれ)らのひとりがミスを犯 (おか)して、煮 (に)物 (もの)に毒 (どく)が混 (ま)ざってしまったのです。エリシャが煮 (に)物 (もの)に麦 (むぎ)粉 (こ)を入 (い)れると、かまの中 (なか)から悪 (わる)い物 (もの)はなくなりました。
また、大麦 (おおむぎ)のパン20個 (こ)と一袋 (ひとふくろ)の新 (あたら)しい穀物 (こくもつ)を100人 (にん)に配 (くば)り、みな食 (た)べさせて、さらにあり余 (あま)ったこともありました（五 (いつ)つのパンと二 (に)匹 (ひき)の魚 (うお)の奇 (き)跡 (せき)とよく似 (に)ていますね！）ナアマン将軍 (しょうぐん)がツァラアトに冒 (おか)されていたときは、彼 (かれ)にヨルダン川 (がわ)で７たびを洗 (あら)いなさいと言 (い)いました。将軍 (しょうぐん)はそのことばに聞 (き)き従 (したが)ったとき、いやされたのです。
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 三人 (さんにん)の青年 (せいねん)があらかじめ持 (も)ったこと

か　


　　　　　　

ダニ1:8～9　ダニエルは、王 (おう)の食 (た)べるごちそうや王 (おう)の飲 (の)むぶどう酒 (しゅ)で身 (み)を汚 (けが)すまいと心 (こころ)に定 (さだ)め、身 (み)を汚 (けが)さないようにさせてくれ、と宦官 (かんがん)の長 (ちょう)に願 (ねが)った。神 (かみ)は宦官 (かんがん)の長 (ちょう)に、ダニエルを愛 (あい)しいつくしむ心 (こころ)を与 (あた)えられた。

1.三人 (さんにん)の青年 (せいねん)がバビロンの捕 (ほ)虜 (りょ)になりました（ダニ1:8～9）
1）イスラエルの国 (くに)が滅亡 (めつぼう)しました
2）イスラエルの民 (たみ)の中 (なか)で生 (い)き残 (のこ)った者 (もの)はすべて捕 (ほ)虜 (りょ)になりました
3）捕 (ほ)虜 (りょ)として連 (つ)れて行 (い)かれた人々 (ひとびと)の中 (なか)で、ダニエルと三人 (さんにん)の青年 (せいねん)は王宮 (おうきゅう)に入 (はい)りました

2.三人 (さんにん)の青年 (せいねん)があらかじめ持 (も)ったことがあります
1）三人 (さんにん)の青年 (せいねん)は、偶像 (ぐうぞう)神殿 (しんでん)と炉 (ろ)の前 (まえ)で決断 (けつだん)しました（ダニ3:1～7）
2）三人 (さんにん)の青年 (せいねん)は王 (おう)の神々 (かみがみ)に仕 (つか)えず、王 (おう)が立 (た)てた金 (きん)の像 (ぞう)を拝 (おが)まないと信仰告白 (しんこうこくはく)しました（ダニ3:8～18）
3）三人 (さんにん)の青年 (せいねん)は、七倍 (ななばい)も熱 (あつ)い炉 (ろ)に入 (はい)りました（ダニ3:19～23）

3.三人 (さんにん)の青年 (せいねん)は、火 (ひ)の燃 (も)える炉 (ろ)の事 (じ)件 (けん)の後 (あと)に、神様 (かみさま)が生 (い)きておられることをあかしする答 (こた)えを受 (う)けました（ダニ3:24～30）
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聖 (せい)日 (じつ)みことばのタイトル


聖 (せい)日 (じつ)聖書 (せいしょ)箇所 (かしょ)




　
聖 (せい)日 (じつ)（主 (しゅ)日 (じつ)）
礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)をして礼拝 (れいはい)をささげ
みことばを私 (わたし)の生活 (せいかつ)に適用 (てきよう)する
ことまで、すべてが礼拝 (れいはい)です

礼拝 (れいはい)の準備 (じゅんび)のチェック

　　聖書 (せいしょ)

　　献金 (けんきん)

　　筆記 (ひっき)用具 (ようぐ)

　＜子 (こ)どもの祈 (いの)りの手帳 (てちょう)＞

　週報 (しゅうほう)を読 (よ)む



一週間 (いっしゅうかん)握 (にぎ)るみことば
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 か　

エステルがあらかじめ持 (も)ったこと


　　　　　　
エス2:20　エステルは、モルデカイが彼女 (かのじょ)に命 (めい)じていたように、まだ自 (じ)分 (ぶん)の生 (う)まれをも、自 (じ)分 (ぶん)の民族 (みんぞく)をも明 (あ)かしていなかった。エステルはモルデカイに養育 (よういく)されていた時 (とき)と同 (おな)じように、彼 (かれ)の言 (い)いつけに従 (したが)っていた。

1.エステルには理 (り)由 (ゆう)がありました
1）すべてのユダヤ人 (じん)がペルシヤ王国 (おうこく)の捕 (ほ)虜 (りょ)になりました
2）ユダヤ人 (じん)に滅 (ほろ)びの危機 (きき)が来 (き)ました
3）ペルシヤの王宮 (おうきゅう)に入 (はい)ったレムナントの中 (なか)で、エステルは王 (おう)妃 (ひ)となりました

2.エステルが受 (う)けた使 (し)命 (めい)がありました
1）モルデカイはユダヤ人 (じん)であることを明 (あ)かしてはならないと言 (い)いました（エス2:20）
2）エステルは、自 (じ)分 (ぶん)の民族 (みんぞく)のために、死 (し)ななければならないなら死 (し)にますと決断 (けつだん)しました
（エス4:12～16）
3）エステルの決断 (けつだん)によって、ユダヤ人 (じん)を苦 (くる)しめていたハマンは没落 (ぼつらく)しました（エス7:1～10）

3.ユダヤ人 (じん)が生 (い)き残 (のこ)った歴史的 (れきしてき)な証拠 (しょうこ)があります
1）百二十七州 (ひゃくにじゅうななしゅう)に散 (ち)らされていたユダヤ人 (じん)が救 (すく)われました
2）アダル月 (つき)（12月 (がつ)）14～15日 (にち)に起 (お)きたことです（エス9:15～19）
3）ハマンが死 (し)んでイスラエル民族 (みんぞく)が解放 (かいほう)されたプリムの日 (ひ)を記 (き)念 (ねん)するようになりました
（エス9:20～23）
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Ⅱ列2:9～11 渡

わた

り終

お

わると、エリヤはエリシャに言

い

った。「私

わたし

はあなたのために何

なに

をしようか。私

わたし

があなたのところ

から取

と

り去

さ

られる前

まえ

に、求

もと

めなさい。」すると、エリシャは、「では、あなたの霊

れい

の、二

ふた

つの分

わ

け前

まえ

が私

わたし

のものになりま

すように」と言

い

った。エリヤは言

い

った。「あなたはむずかしい注文

ちゅうもん

をする。しかし、もし、私

わたし

があなたのところから取

と

り

去

さ

られるとき、あなたが私

わたし

を見

み

ることができれば、そのことがあなたにかなえられよう。できないなら、そうはならない。」

こうして、彼

かれ

らがなお進

すす

みながら話

はな

していると、なんと、一台

いちだい

の火

ひ

の戦車

せんしゃ

と火

ひ

の馬

うま
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け隔

へだ

て、エリヤは、たつまきに乗

の

って天

てん

へ上

のぼ
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い
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1.エリヤのものを持

も

ったエリシャです 

1）エリシャは、エリヤの弟子

でし

オバデヤを知

し

っていました（Ⅰ列18:1～15） 

2）エリシャは、カルメル山

さん

に立

た

ったエリヤを知

し

っていました（Ⅰ列18:16～40） 

3）エリシャは、ホレブ山

さん

に立

た

ったエリヤを知

し

っていました（Ⅰ列19:1～21） 

 

2.エリシャがあらかじめ持

も

ったことがあります 

1）エリシャは預

よ

言者

げんしゃ

として油

あぶら

を注

そそ

がれました（Ⅰ列19:16） 

2）バアルにひざをかがめず、口

くち

づけをしなかった七千人

ななせんにん

の弟子

でし

でした（Ⅰ列19:18） 

3）エリシャは自

じ

分

ぶん

のすべてを捨

す

ててエリヤに従

したが

いました（Ⅰ列19:19～21） 

 

3.エリシャがあらかじめ持

も

った契約

けいやく

があります 

1）霊

れい

の二

ふた

つの分

わ

け前

まえ

です（Ⅱ列2:9～11） 

2）ドタンの町

まち

運動

うんどう

です（Ⅱ列6:8～23） 

